
             

 

 

皮膚の防御力を維持して、冬の肌トラブルを防ごう！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

～大内中保健安全だより～ 

令和８年２月２日発行 

 真岡市立大内中学校 

保健室 

手洗いがつらい季節になりました。 

寒さや乾燥で「しもやけ」「あかぎれ」「乾燥

肌」になっていませんか？ 

 皮膚の表面には、水分喪失・紫外線・雑菌

などをブロックするバリア機能があります。 

 空気が乾燥すると水分がどんどん失われ、

油分が作る皮脂膜が薄くなってしまうこと

でバリア機能が崩れしまいます。これが、「乾

燥肌」の状態です。乾燥肌がひどくなると、

「あかぎれ」になります。 

 ○手袋などの防寒具で冷えをしのぐ 

 ○リップやハンドクリームを使う 

 ○湯船に浸かって体を温める 

など、自分の生活に合わせてケアをしましょ

う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


